
 

 

 

 

 

 

 

 

夏の充実を 秋の実りへ  校長 関根 祐一 

空が少し高くなってきたでしょうか。 

４０日間の夏休みが終わり、今日、校舎に息

吹が戻りました。子どもたちが、元気にそして

一回りたくましくなって２学期を迎えられま

したことを、うれしく思います。 

今年も、中富自治会の夏祭り（盆踊り）や 

エステシティの夏祭りをはじめ、子どもたち

のために、様々な思い出の場をつくってくだ

さった、地域の皆様・保護者の皆様に感謝申し

上げます。誠にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

中富自治会盆踊り風景     エステシティ夏祭り風景 

 

 

 

 

 
 

私的なことですが、中富自治会の盆踊りで、

何と、二十数年前に担任させてもらった子（も

ちろん現在は大人です）から声をかけてもら

うという幸運を得ました。その場では短い会

話のやりとりのみでしたが、祭りからの帰路

は再会の喜びと立派に成長された姿への感動

で、胸が一杯になりました。私の中で大きなエ

ネルギーになる再会でした。二十数年前当時

は所沢の学校ではなかったのですが、例えば

このように、故郷のお祭りは、いつまでも楽し

く仲間が集える、再会できる場であることを

温かな思いとともに実感したのでした。 

 今年度も夏休み前から夏休みの期間中に、

１学期に実施された全国学力・学習状況調査

（６年生で国・算を実施）や埼玉県学力学習状

況調査（４・５・６年生で実施）等諸調査の詳

細な結果が戻ってまいりました。 

もちろん、こうした調査結果は、学力や体力

の一側面のみを示すもので、学びの成果の全

てを表すものではありませんが、学習指導の

一層の工夫・改善に繋げるための１つの指標

として捉え、今年も夏季休業中の職員研修で、

結果の分析を行いました。 

全国学力・学習状況調査、県の学力学習状況

調査、入間地区学力調査の結果を見ますと、学

年により特徴がありますが、概ね算数が県等

の平均に近く、国語にやや課題が見受けられ

る結果でした。 

 「基礎を使わない応用はない。」といいます。

基礎力の一層の定着を目指して、繰り返し学

習に継続して取り組んでいくこと、あらゆる

活動のベースとなる「読み取る力」を育むため

に日頃の学習の中でじっくり読む活動を位置

付けられるよう工夫していくこと、などを確

認しました。“読むこと”については、夏休み

前に保護者の皆様にご協力いただいた生活ア

ンケートでも課題として受け止められている

ことが伺えます。学校でも、読書月間等の取組

を一層進めていきたいと思っております。ご

家庭でも、課題だからということではありま

せんが、日頃から本に親しみ触れていけるよ

うな声かけを、是非お願いいたします。 

また、夏、秋、冬と３つの季節に渡る２学期

は、たくさんの行事があります。学習はもちろ

ん、こうした学校行事等も繋げて、頭と心と体

を鍛え、実りある２学期にしたいと考えてお

ります。変わらぬご支援・ご協力をいただけま

すよう、何卒よろしくお願いいたします。 
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三つの約束 

○あいさつ 

○整理整頓 

○時間を守る 

1 年生 44 名 4年生 55 名  

2 年生 50 名 5年生 58 名 

3 年生 44 名 6年生 56 名 

5 組    4 名 

全校児童数   311 名 
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交通指導員さんを募集しています 
現在、「日大角」の交通指導員さんを募集しています。お力をお貸しいただける方は、市役所交通安全課へ

ご連絡ください。      所沢市役所交通安全課 ℡2998-9140 

盆踊りで披露した本校児童による「三富おろし」 エステシティ夏祭り「こども神輿」 


